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や  さち

安心のネットワーク

第7回通常総代会特
集



第
７
回
通
常
総
代
会　
全
議
案
を
可
決

　
令
和
元
年
５
月
24
日
（
金
）、「
ホ
テ
ル
ピ
ア
ザ
び
わ
湖
」（
大
津
市
）
に
お
い

て
第
７
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
山
下
英
利
組
合
長
理
事
の
あ
い
さ
つ
に
始
ま
り
、
来
賓
の
佐
川
明
滋
賀
県
農
政

水
産
部
農
政
課
農
業
団
体
指
導
検
査
室
室
長
補
佐
（
知
事
代
理
）、
生
田
邦
夫
滋

賀
県
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
、
米
原
市
の
中
川
薫
総
代
が
選
出
さ
れ
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告
、

令
和
元
年
度
事
業
計
画
・
業
務
収
支
予
算
な
ど
18
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
さ

れ
た
結
果
、
す
べ
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総代数... . . . . . . . 120名
本人出席... . . . . . . 77名
書面出席... . . . . . . 34名
出席者合計... . 111名

議長を務める
中川総代

来賓の
生田滋賀県議会議長

あいさつをする
山下組合長理事

来賓の佐川滋賀県農政水産部農政課
農業団体指導検査室室長補佐

特
集

第
１
号
議
案
平
成
30
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
、

損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金
処
分
案
（
不
足
金
処
理
案
）
の

承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案
定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
３
号
議
案
事
業
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
諸
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
５
号
議
案
建
物
総
合
共
済
の
組
合
保
有
責
任
部
分
の
一
部
を
全
国
連

合
会
の
再
保
険
に
付
す
こ
と
及
び
こ
れ
に
伴
う
基
本
契
約

書
の
変
更
に
つ
い
て

第
６
号
議
案
実
施
体
制
の
改
善
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

第
７
号
議
案
令
和
元
年
度
事
業
計
画
及
び
業
務
収
支
予
算
の
設
定
に
つ

い
て

第
８
号
議
案
令
和
元
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方
法
の
承
認
に
つ

い
て

第
９
号
議
案
令
和
元
年
度
報
酬
額
の
決
定
に
つ
い
て

第
10
号
議
案
特
別
積
立
金
の
取
崩
し
に
つ
い
て

第
11
号
議
案
余
裕
金
預
入
先
指
定
に
つ
い
て

第
12
号
議
案
借
入
金
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
方
法
に
つ
い
て

第
13
号
議
案
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
14
号
議
案
損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

第
15
号
議
案
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

第
16
号
議
案
麦
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
等
の
設
定
に
つ
い
て

第
17
号
議
案
家
畜
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
等
の
設
定
に
つ
い
て

第
18
号
議
案
ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．.

農
機
具
共
済
引
受
審
査
・
損
害
評
価
要
領
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

２
．
農
業
経
営
収
入
保
険
事
業
に
つ
い
て

平成30年度  事業報告

水　稲

麦

家　畜

果樹（ぶどう･なし）

畑作物（大豆･小豆）

園芸施設

建　物

農機具

合　計

農家負担掛金
（納めていただいた掛金）

共済金等
（お支払いした金額）共済事業

11,435,324円

64,651,326円

104,639,619円

1,590,694円

54,813,163円

11,413,513円

782,522,027円

185,733,889円

1,216,799,555円

79,333,381円

95,833,148円

202,832,211円

9,209,430円

602,202,061円

130,009,021円

451,785,480円

229,806,631円（満期共済金175,340,000円含む）

1,801,011,363円

支払状況　総額 18億101万円の支払い

引受状況　総額 8,967億8,298万円の補償額

引受計画　総額 9,028億1,581万円の補償額

令和元年度　事業計画 

水稲共済
引受面積
共済金額

31,775ha
198億9,416万円

令和元年産麦共済
引受面積
共済金額

6,618ha
18億6,957万円

家畜共済
引受頭数
共済金額

25,523頭
61億7,259万円

令和元年産果樹共済（ぶどう・なし）
引受面積
共済金額

11ha
5,536万円

畑作物共済（大豆・小豆）
引受面積
共済金額

4,969ha
16億1,934万円

園芸施設共済
引受棟数
共済金額

1,621棟
20億7,626万円

建物共済
引受棟数
共済金額

57,711棟
8,374億5,444万円

農機具共済
引受台数
共済金額

9,277台
276億4,126万円

水稲共済
引受面積
共済金額

28,600ha
179億919万円

令和2年産麦共済
引受面積
共済金額

6,567ha
18億5,259万円

家畜共済
引受頭数
共済金額

42,041頭
56億8,538万円

令和2年産果樹共済（ぶどう・なし）
引受面積
共済金額

11ha
5,536万円

畑作物共済（大豆・小豆）
引受面積
共済金額

4,414ha
14億3,472万円

園芸施設共済
引受棟数
共済金額

1,671棟
20億3,857万円

建物共済
引受棟数
共済金額

58,500棟
8,461億円

農機具共済
引受台数
共済金額

9,320台
277億4,000万円

総
代
会
提
出
議
案
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組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
、
当
農
業
共
済
組
合
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
４
月
の
法
改
正
に
伴
い
農
業
災
害
補
償
法
は
農
業
保
険

法
と
な
り
、
平
成
31
年
１
月
か
ら
収
入
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
ま
た
、
農
業
共
済
制
度
の
見
直
し
も
行
わ
れ
、
変
革
の
時
期
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
、
我
々
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
は
、
農
業
共
済
制

度
と
収
入
保
険
制
度
の
二
つ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
積
極
的
な
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
大
規
模
な
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
昨

今
、
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
の
幅
広
い
構
築
を

目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
制
度
の
重
要
性
の
理
解
を
広
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改
元
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

飛
躍
と
変
革
を
切
り
拓
く
た
め
、
役
職
員
一
同
、
組
合
員
皆
様
の
経
営

安
定
と
農
家
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
向
上
を
は
か
り
、
信
頼
に
応
え
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

　

皆
様
の
更
な
る
ご
理
解
ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し

て
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

新
役
員
紹
介

任
期
：
令
和
元
年
6
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
5
月
31
日
ま
で   

　
第
７
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
16
名
の
役
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
役
員
互
選
会
に
お
い
て
、
組
合
長
を
は

じ
め
新
執
行
体
制
が
決
定
し
ま
し
た
。

組
合
長
理
事　

山
下　

英
利

組
合
長
挨
拶

新
総
代
紹
介

総
代
１
２
0
名
が
決
定
し
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
総
代
選
挙
は
、
全
選
挙
区
と
も
候
補
者
が
定
数

内
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
無
投
票
で
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
令
和
元
年
5
月
1
日
か
ら
令
和
4
年
4
月
30
日
ま
で
の

3
年
間
で
す
。
総
代
は
組
合
員
の
代
表
と
し
て
組
合
員
の
声
を
反
映

さ
せ
、
組
合
運
営
を
決
め
る
重
要
な
役
割
を
務
め
ま
す
。

南
部
支
所

大
津
市

森　

庄
三
朗

栗
東
市

髙
田　

藤
𠮷

北
村　

𠮷
裕

武
村　

秀
夫

谷
村　

誠
二

竹
村　
　

明

山
本　

權
一

3
名

田
村　

和
喜

野
洲
市

立
入
三
千
男

西
村  　

博

島
村 

平
治

上
野　

正
和

小
林　

貞
博

西
村　

正
継

田
中　

弘
一

8
名

堀　
　

彰
男

草
津
市

井
上　

寿
一

5
名

奥
井　

晴
喜

高
島
市

小
川
太
賀
司

横
江　

清
隆

杉
浦　

𠮷
和

三
上　

正
豊

森
本
八
十
夫

本
間　

道
明

前
田　
　

知

5
名

小
坂　

一
郎

守
山
市

小
林　

久
幸

地
村　

満
信

寺
田　

武
弘

渡　
　

平
和

西
村　
　

敏

木
津　

仁
志

高
谷　

美
孝

中
島　

良
泰

西
村　
　

潔

清
水　

文
和

5
名

小
島　
　

明
11
名

東
部
支
所

近
江
八
幡
市

石
井　

文
造

日
野
町

東
川　

俊
男

中
谷　

正
一

松
尾　

善
宏

浜
田　

初
男

岡　

伊
佐
夫

中
塚　

靖
彦

北
川　

幸
治

田
中　

茂
男

4
名

水
原
与
嗣
夫

竜
王
町

福
田　

一
男

小
林　

鉄
雄

松
浦　
　

博

垣
見　

哲
夫

谷
口　

善
孝

宮
西　

民
雄

3
名

9
名

湖
南
市

三
大
寺
幸
雄

東
近
江
市

村
井　

邦
雄

松
原　

栄
樹

中
村
一
佐
男

2
名

和
田　

喜
蔵

甲
賀
市

竹
内　

文
裕

松
村
惣
一
朗

倉
田　

幸
夫

髙
木　
　

武

前
田　

良
人

安
田　

辰
三

青
木　

次
郎

逆
水
銀
一
郎

大
原　

和
雄

岡
崎　

和
夫

上
山　

清
美

横
山　

鉄
男

八
里　

正
三

佐
生　

市
和

山
川　

芳
範

西
村　
　

寛

福
山　

和
育

奥
野　

公
彦

植
西　

良
隆

木
下　

由
雄

10
名

田
井
中
新
一

野
田　

𠮷
次

位
田　

才
之

太
田
勘
一
郎

髙
田　

忠
明

18
名

北
部
支
所

長
浜
市

前
田　
　

稔

彦
根
市

小
林　

隆
是

𠮷
井　
　

悟

杉
本　

信
夫

葊
部　

重
嗣

吉
田　

定
一

北
村　

富
生

宮
川　

鐵
男

中
瀬　
　

衛

岸
田　

源
一

石
谷　

八
郎

中
川　
　

正

岩
田　

俊
美

6
名

野
村　

定
美

愛
荘
町

外
川　

康
隆

伊
吹　

浩
一

上
柳　

文
雄

朝
日　

正
行

山
岡　

勇
市

前
川　

健
一

辻
野
喜
代
次

立
見　
　

茂

4
名

津
田　

秀
幸

豊
郷
町

高
橋　

康
夫

木
下　

伴
葊

1
名

西
野　
　

茂

甲
良
町

片
岡　

新
一

赤
井　
　

悟

1
名

岩
佐　

文
雄

多
賀
町

土
田
卯
之
輔

17
名

重
森　

利
彦

米
原
市

中
川　
　

薫

2
名

藤
田　

利
和

福
永　

榮
造

松
永　

秀
一

森　
　

正
樹

山
脇　

重
郎

6
名

計
１
２
0
名

※
敬
称
略

37
名

46
名

37
名

理 事
黒川　善雄

理 事
川﨑　茂次

副組合長理事
杉本　忠嗣

理 事
小澤　朝夫

理 事
葊嶋　久平

専務理事
太田　喜信

理 事
沢　　晶弘

代表監事
杉中　明和

筆頭理事
仲井　健造

理 事
田村　仁一

監 事
内田　仁一

理 事
髙岡　昭義

理 事
北川　滋喜

監 事
坂田　東作

理 事
辻川清太郎

0405



死
亡
廃
用
共
済
の
制
度
見
直
し
に
つ
い
て

家畜共済

　
現
在
、
改
正
前
制
度
と
改
正
後
制
度
の
２
つ
の
家
畜
共

済
制
度
が
並
行
し
て
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
改
正
後
家
畜
共
済
に
お
い
て
、
農
業
者
の
補
償

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
安
い
掛
金
で
加
入
で
き
る
選
択
肢
を

拡
大
す
る
た
め
、
７
月
１
日
引
受
よ
り
、
一
部
事
故
除
外

方
式
が
追
加
さ
れ
ま
す
。
対
象
と
な
る
家
畜
区
分
は
搾
乳

牛
、
育
成
乳
牛
、
繁
殖
用
雌
牛
、
育
成
・
肥
育
牛
で
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、【
表
１
】
の
事
故
除
外
方
式
一
覧
表
に

て
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

事
故
除
外
方
式
の
追
加

　
改
正
後
家
畜
共
済
制
度
で
は
、
事
故
の
都
度
の
現
地
確

認
は
制
度
上
不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
導
入
、
出
荷
、
出

生
に
よ
り
牛
の
異
動
が
あ
っ
た
場
合
は
、
組
合
ま
で
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
改
正
後
の
制
度
で
は
牛
個
体
識
別
番
号
の
情
報

を
基
本
と
し
て
事
務
処
理
を
行
う
た
め
、
牛
ト
レ
サ
ビ
リ

テ
ィへ
の
速
や
か
な
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

組
合
員
の
皆
様
へ
お
願
い

　
事
故
除
外
方
式
中
の
特
定
事
故
と
は
、
火
災
、
伝
染
性

の
疾
病
又
は
風
水
害
そ
の
他
気
象
上
の
原
因
（
地
震
及
び

噴
火
を
含
む
）
に
よ
る
事
故
を
指
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
伝

染
性
疾
病
と
は
法
定
伝
染
病
と
届
出
伝
染
病
の
こ
と
で
、

主
な
も
の
は
牛
海
綿
状
脳
症
（
Ｂ
Ｓ
Ｅ
）、
牛
白
血
病
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

特
定
事
故

　
平
成
31
年
１
月
１
日
以
降
に
責
任
を
開
始
す
る
引
受
か
ら
、新
し
い
家
畜
共
済
の
運
用
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
事
故
除
外
方
式
が
追
加
さ
れ
、加
入
時
の
選
択
肢
が
増
え
ま
し
た
。

　今
年
も
台
風
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。昨
年
、各
地
を
襲
っ
た
台
風
や
豪
雨
に
よ
り
、園
芸
施
設
も
甚
大
な

被
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。万
が
一
に
備
え
、こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、園
芸
施
設
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

園芸施設
共済

さ
ら
に
加
入
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
！

制
度
見
直
し
で

【
紹
介
】 

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
構
造
強
化

筋
交
い
直
管

　
屋
根
部
全
体
の
強
度
が
増
し
、

妻
面
の
奥
行
方
向
へ
の
倒
壊
を
防
止

し
ま
す
。

水
平
ば
り

　
柱
と
柱
を
つ
な
ぐ
水
平
材
で
、
ハ

ウ
ス
全
体
の
倒
伏
を
防
止
し
ま
す
。

タ
イ
バ
ー
・
Ｘ
型
補
強

　
ア
ー
チ
パ
イ
プ
の
Ｍ
字
型
陥
没
を

防
止
し
ま
す
。

中
柱

　
屋
根
荷
重
を
抑
制
し
、
真
上
か

ら
の
負
荷
に
よ
る
屋
根
の
Ｍ
字
型
陥

没
を
防
止
し
ま
す
。

２ｍ間隔が
効果的

① 

加
入
基
準
（
面
積
要
件
）
の
見
直
し

　
こ
れ
ま
で
、
所
有
又
は
管
理
す
る
園
芸
施
設
の
設
置

面
積
の
合
計
が
２
０
０
㎡
以
上
（
ガ
ラ
ス
室
は
１
０
０
㎡

以
上
）
の
農
業
者
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
規
模
の
小
さ

な
農
業
者
が
加
入
で
き
る
よ
う
「
設
置
面
積
の
合
計
が

１
０
０
㎡
以
上
（
ガ
ラ
ス
室
は
50
㎡
以
上
）」
に
見
直
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　（
令
和
元
年
６
月
よ
り
適
用
開
始
）

② 

一
括
加
入
制
の
特
例
措
置

　
園
芸
施
設
共
済
は
、
所
有
す
る
園
芸
施
設
の
全
て
に

加
入
（
一
括
加
入
）
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
耐
用

年
数
の
２
．５
倍（
施
設
の
実
態
上
の
使
用
年
数
に
相
当
）

を
超
え
た
施
設
は
、
一
括
加
入
の
対
象
か
ら
除
外
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。　（
令
和
元
年
６
月
よ
り
適
用
開
始
）

③ 

補
強
し
た
園
芸
施
設
の
共
済
掛
金
の
割
引
措
置

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
）
の
う
ち
、

骨
格
の
主
要
部
分
が
31
．８㎜
以
上
の
径
の
パ
イ
プ
に
よ

り
造
ら
れ
て
い
る
園
芸
施
設
の
共
済
掛
金
率
を
割
引
き

ま
す
。（
割
引
率
15
％
）（
令
和
元
年
６
月
よ
り
適
用
開
始
）

④ 

小
損
害
不
て
ん
補
の
基
準
金
額
の
見
直
し

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
小
損
害
不
て
ん
補
の
基
準
金
額

（
支
払
開
始
損
害
額
）
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
が
、
９
月
以
降
の
加
入
よ
り
更
に
選
択
枠
が
広
が
り

ま
す
。
ま
た
、
選
択
の
単
位
が
農
業
者
ご
と
か
ら
棟
ご

と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。（
令
和
元
年
９
月
よ
り
適
用
開
始
）

　
令
和
元
年
６
月
よ
り
、
集
団
加
入
に
よ
る
共
済
掛
金
等

の
割
引
措
置
が
始
ま
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、
本
所
ま
た

は
最
寄
り
の
支
所
・
出
張
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

基
準
金
額
が
高
く
な
る
ほ
ど
掛
金
は
安
く
な
り
ま
す

が
、基
準
金
額
以
下
の
損
害
は
共
済
金
の
支
払
い
対
象

外
と
な
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

基
準
金
額

（
現
行
）

（
新
設
）

3万円または
共済価額の5％

10万円

20万円

50万円

100万円

家畜区分
共済事故としないもの

死亡 廃用

搾乳牛、育成乳牛
イ 特定事故以外 特定事故以外
ロ 特定事故以外
ハ 5,6 号

繁殖用雌牛、育成 · 肥育牛
イ 特定事故以外 特定事故以外
ロ 特定事故以外
ハ 1,2,3 号

繁殖用雌馬、育成 · 肥育馬 特定事故以外 特定事故以外

種豚
イ 特定事故以外 特定事故以外
ロ 1,2,3 号

特定肉豚（死亡事故のみ） 特定事故以外

【表1】事故除外方式一覧表 ※イ、ロ、ハは国が定めた表記です

死亡事故とは成牛、子牛等、馬および豚の死亡をいう。
廃用事故とは成牛、子牛、馬及び種豚の廃用をいう。

〈廃用事故の区分〉
1号 疾病又は不慮の傷害によって死に頻したこと
2号 不慮の災厄によって家畜それ自体の病傷の有無にかかわら

ず周囲の事情によって救うことのできない状態となること
3号 治癒の見込みのないものによって、使用価値を失ったこと
4号 行方不明
5号 乳牛の雌、種雄牛、種雄馬　治癒の見込みのない生殖器

機能喪失
6号 乳牛の雌　治癒の見込みのない泌乳器疾患によって泌乳

能力喪失
7号 牛が出生時　奇形または不具　将来使用価値がないこと
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収
入
保
険
に
ご
加
入
の
皆
さ
ま
へ

〜
保
険
期
間
中
の
お
願
い
〜

Ｑ 

経
営
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
就
農
し
て
20
年
目
、
法
人
に
な
っ
て
４
期
目
を
迎
え

ま
す
。
現
在
、
作
業
員
３
名
と
事
務
員
１
名
で
経
営
し

て
い
ま
す
。
米
、
大
豆
、
麦
の
ほ
か
、
昨
年
か
ら
ハ
ウ

ス
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

収
入
保
険
を
選
ん
だ
理
由
は
？

　
予
想
で
き
な
い
自
然
災
害
に
備
え
、
総
合
的
に
収
入

減
少
を
補
う
収
入
保
険
が
自
分
の
経
営
に
あ
っ
て
い
る

と
考
え
、
農
業
共
済
か
ら
の
移
行
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ 

今
後
の
営
農
で
不
安
な
こ
と
は
？

　
人
口
減
少
や
米
離
れ
に
よ
る
米
の
消
費
低
迷
、
米

作
り
が
自
由
に
な
り
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

る
こ
と
に
よ
る
米
価
の
下
落
が
心
配
で
す
。

　
現
在
、
経
営
面
積
は
右
肩
上
が
り
で
す
が
、
今
後

横
ば
い
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
売
上
に
影
響
が

出
な
い
か
危
惧
し
て
い
ま
す
。

Ｑ 

収
入
保
険
の
魅
力
は
？

　
価
格
低
下
に
加
え
、
収
量
減
少
な
ど
農
産
物
の
販

売
収
入
全
体
を
カ
バ
ー
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
保
険
金
の
受
け
取
り
が
な
け
れ
ば
翌
年
の
保
険
料

率
が
下
が
り
、
い
ず
れ
は
半
分
ま
で
下
が
る
部
分
も
魅

力
で
す
ね
。

平成31年
1月から

収
入
保
険
ス
タ
ー
ト

　収
入
保
険
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
減
少
に
加
え
、
価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
農
業
収
入
の

減
少
を
総
合
的
に
補
て
ん
す
る
新
し
い
制
度
で
す
。

　加
入
者
の
株
式
会
社
モ
リ
フ
ァ
ー
ム
代
表
取
締
役 

森 

嘉
信
さ
ん
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

ご
注
意

　
営
農
計
画
の
変
更
通
知
や
事
故
発
生
通
知

を
怠
っ
た
場
合
や
、
農
作
業
日
誌
等
の
作
成
及

び
保
存
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、
保
険
金

等
が
支
払
わ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

米
原
市
顔
戸

　森
　嘉 

信
さ
ん
（
44
歳
）

米
43
．９
㌶
、
大
豆
14
．９
㌶
、
小
麦
13
．７
㌶

よ
し     

の
ぶ

●
　
営
農
計
画
に
変
更
が
あ
る
場
合
や
事
故
が

発
生
し
た
場
合
、
必
ず
最
寄
り
の
支
所
ま
た

は
出
張
所
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
　
農
作
業
日
誌
と
会
計
帳
簿
を
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　
農
作
業
日
誌
に
は
、
対
象
農
産
物
ご
と
の

作
付
け
、
施
肥
、
防
除
、
収
穫
な
ど
の
作
業

内
容
及
び
作
業
日
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
会
計
帳
簿
に
は
、
販
売
金
額
や
数
量
な
ど

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
農
産
物
等
の
事
業

消
費
が
あ
る
場
合
は
、
事
業
消
費
し
た
日
付

け
、
数
量
、
用
途
等
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
　
保
険
料
等
の
支
払
方
法
が
分
割
払
い
の
方

は
、
振
替
日
ま
で
に
指
定
口
座
へ
の
入
金
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

振
替
日
、
各
月
26
日
（
金
融
機
関
休
業
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）

麦
共済

令
和
２
年
産

麦
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
申
込
期
間

９
月
１
日
〜
10
月
20
日
ま
で

◆麦共済に加入後、収入保険へ切替えた場合は、お支払い済の掛金等は全額返還します。

【年産別 共済金支払状況】
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麦
は
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す

く
、
高
温
多
湿
の
日
本
で
は
作
柄
や

品
質
が
不
安
定
に
な
り
や
す
い
作
物

で
す
。

　
出
穂
期
か
ら
収
穫
期
に
か
け
て
降

雨
が
続
く
と
、
赤
か
び
病
や
穂
発
芽

が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
自
ら
の
経
営
安
定
を
図
る
た

め
、
麦
共
済
に
加
入
し
「
備
え
あ
れ

ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
経
営
の
体
制

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　「
災
害
収
入
共
済
方
式
」
は
、
農

業
者
単
位
ご
と
に
Ｊ
Ａ
等
の
出
荷
資

料
を
基
に
、
自
然
災
害
に
よ
る
収
量

の
減
少
だ
け
で
は
な
く
品
質
低
下
も

併
せ
て
９
割
ま
で
補
償
し
ま
す
。

　
万
が
一
の
備
え
と
し
て
、
麦
共
済

に
ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

土壌湿潤害

赤カビ病
凍霜害
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地
元
産
の
食
材
で
食
事
や
弁
当

み
ん
な
が
集
う
憩
い
の
場

滋
賀
県
甲
良
町

フ
ァ
ー
ム
か
な
や

農事組合法人「ファームかなや」代表理事 鋒山定治さん
ほこやま

野幸ランチ

手作り弁当も提供している（予約制）

滋賀県犬上郡甲良町正楽寺543
TEL.0749-20-7077
【営業時間】
ランチタイム　11：00～14：00
おやつタイム　14：00～16：00
【定 休 日】
【駐 車 場】

月・火曜日（臨時休業あり）
あり

実
を
集
荷
し
て
い
る
。

　
店
長
の
中
屋
佐
知
子
さ
ん
は

「
地
域
で
作
ら
れ
た
食
材
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
。
旬
の
食
材
を

使
用
し
て
い
る
の
で
、メ
ニ
ュ
ー

が
毎
月
変
わ
る
の
も
魅
力
の
一
つ
で
す
」
と
話
す
。

　
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
、
利
用
者
は
「
友
達
と
ラ
ン
チ
を

し
た
り
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
で
き

る
場
所
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　
鋒
山
さ
ん
は
「
次
の
目
標
は
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
商
品
の
宅
配
を
始
め
る
こ
と
と
、
そ
れ
を
通
し
て
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
と
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
。
レ
ス
ト

ラ
ン
を
拠
点
に
地
域
を
見
守
る
役
割
を
担
い
た
い
」
と
意

欲
的
に
話
す
。

　
甲
良
町
金
屋
で
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
「
お
だ
い
ど
こ

野
幸
」
を
運
営
す
る
農
事
組
合
法
人
「
フ
ァ
ー
ム
か

な
や（
69
人
）」。代
表
理
事
の
鋒
山
定
治
さ
ん（
64
）は
、

「
レ
ス
ト
ラ
ン
が
地
域
の
人
た
ち
の
憩
い
の
場
に
な
り
、

う
れ
し
い
」
と
話
す
。

　
レ
ス
ト
ラ
ン
は
２
０
１
８
年
９
月
、
古
民
家
を
改

修
し
て
加
工
施
設
と
併
せ
て
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
地
産
地
消
を
目
指
し
て

食
事
や
弁
当
を
提
供
し
て

い
て
、
食
材
は
組
合
員
が

生
産
す
る
も
の
の
他
、「
甲

良
集
落
営
農
連
合
協
同
組

合
（
同
法
人
な
ど
７
法
人

で
組
織
）」
や
近
隣
の
個

人
農
家
か
ら
、
野
菜
や
果

や
さ
ち

ほ
こ
や
ま

農業共済新聞
この記事は農業共済新聞に掲載されています。

農業共済新聞の２ヶ月間無料お試しキャン
ペーンを実施中です。
キャンペーンに申し込まれた方には、粗品
を進呈中。

お問い合わせ

滋賀県農業共済組合　企画グループ
TEL　07 7-524-5678  
フリーダイヤル　0120-519-031

毎週水曜日（月４回）発行

年間4,680円（税・送料込）購読料

「おだいどこ野幸」外観（右端が農家レストラン）
やさち

並木カフェ「メタセコイア」92席、テラス席36席
同園産りんごと
マキノ茶のジェラート

メタセコイア並木

マ
キ
ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド

高
島
市
マ
キ
ノ
農
業
公
園

高島市マキノ農業公園
マキノピックランド

高
島
市

マ
キ
ノ
町

施設外観

〒520-1834
滋賀県高島市マキノ町寺久保835-1

TEL.0740-27-1811
FAX.0740-27-0590 その他、詳しくはHPをご覧ください

売
所
で
は
、
地

元
産
の
原
木
し

い
た
け
や
野
菜

な
ど
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
桂
田
亘
支
配

人
は「
四
季
折
々

の
メ
タ
セ
コ
イ

ア
の
風
景
や
旬

の
果
物
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。　

　
４
月
22
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
並
木
カ
フ
ェ

メ
タ
セ
コ
イ
ア
」で
は
、
壁
面
の
大
き
な
窓
か

ら
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
が
一
望
で
き
ま
す
。

美
し
い
景
色
を
見
な
が
ら
、
同
施
設
や
地
元

で
と
れ
た
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
高
島
市
の
マ
キ
ノ
高
原
に
位
置
す
る
マ
キ

ノ
ピ
ッ
ク
ラ
ン
ド
は
、「
取
っ
て
、食
べ
て
、楽
し

ん
で
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
や
ブ

ド
ウ
な
ど
旬
の
果
物
狩
り
を
楽
し
め
る
農
業

公
園
で
す
。施
設
前
の
県
道
２
８
７
号
線
沿

い
に
は
、
約
５
０
０
本
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
が

２
．４
㎞
に
渡
っ
て
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
観
光

名
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
果
物
狩
り
の
期
間
は
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
６

月
中
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
、
ブ
ド
ウ
は
８

月
上
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
と
な
り
、
予
約

な
し
で
も
体
験
可
能
で
す
。（
開
催
期
間
は
年

に
よ
っ
て
前
後
す
る
た
め
、電
話
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

　
園
内
の
果
物
を

使
用
し
た
自
家
製

イ
タ
リ
ア
ン
ジ
ェ

ラ
ー
ト
は
、季
節
の

味
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
、
年
間
約

６
万
個
を
売
り
上

げ
る
人
気
商
品
。

そ
の
ほ
か
、
併
設

の
地
域
農
産
物
直

地域の
スポット紹介

【開園時間】4～10月（冬季は、閉園時間が早くなります）
センターハウス...... 9：00～18：00
果樹園 .................. 9：00～16：00
レストラン ........... 11：00～14：00 LO
野菜・果物直売所 ... 9：00～18：00

【休園日】毎週水曜日（祝祭日の場合は翌日）、年末年始
【駐車場】160台 303

54

287

335

マキ
ノ

JR湖
西線

マキノ沢
郵便局

高島市
マキノ支所

メタセコイア並木

マキノ南
小学校 ◯文

高島市マキノ農業公園
マキノピックランド
高島市マキノ農業公園
マキノピックランド

検索マキノピックランド
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出典 「滋賀県県民生活部人権施策推進課」

白
菜

〔
狭
い
畑
の
家
庭
菜
園
実
践
家
〕

今
回
は
、
八
月
下
旬
か
ら
九
月
の
こ
と
を
書
き
ま
す
。

白
ネ
ギ

七
月
か
ら
の
菜
エ
ン
ス

秋
冬
野
菜
の
タ
ネ
蒔
き

迷わず　滋賀県警察　に相談（♯9110）を！

滋賀県警察からのお知らせ

キャッシュカードを騙し取る（すり替える）
詐欺手口が急増中！

「カードを預かります。（確認します。）」などの不審な電話があれば、

ホ
ウ
レ
ン
草

　ホ
ウ
レ
ン
草
も
、
九
月
五
日
か
ら
二

十
五
日
の
間
に
、
何
回
か
に
分
け
て
タ

ネ
を
蒔
き
ま
す
。
酸
性
の
土
に
弱
い
の
で
、
畑
を
掘
る
前
に
石
灰

を
施
し
ま
す
。

　特
に
消
石
灰
を
施
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
土
と
混
和
し
て
お

き
ま
す
。
撒
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
折
角
の
消
石
灰
が
炭

酸
石
灰
（
石
灰
岩
を
粉
に
し
た
も
の
、
炭
カ
ル
、
苦
土
石
灰
の

石
灰
も
同
じ
）
に
変
化
し
て
し
ま
い
、
酸
性
土
の
中
和
効
果
が

低
下
し
ま
す
。
ま
た
、
石
灰
と
肥
料
を
同
時
に
施
用
す
る
と
、

肥
料
の
効
果
が
下
が
る
の
で
、
一
週
間
ほ
ど
空
け
ま
す
。

　小
生
流
に
基
肥
な
し
・
追
肥
の
み
で
栽
培
す
る
な
ら
心
配
ご

無
用
で
す
。

　八
月
二
十
五
日
〜
九
月
五
日
の
間
に

タ
ネ
を
蒔
き
ま
す
。
こ
れ
よ
り
早
い
と

暑
さ
（
病
気
）
に
負
け
、
遅
い
と
十
分

に
結
球
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
家
庭
菜
園
で
は
結
球
が
不
十
分

で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
の
で
、
少
々
遅
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

　直
播
も
で
き
ま
す
が
、
ポ
リ
ポ
ッ
ト
で
育
苗
す
る
と
楽
で
す
。

キ
ャ
ベ
ツ
等
と
同
じ
よ
う
に
育
苗
し
ま
す
が
、注
意
す
べ
き
は
キ
ャ

ベ
ツ
よ
り
も
発
芽
が
早
い
こ
と
で
す
。
覆
い
は
二
日
後
ま
で
に
外

し
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
に
比
べ
気
温
が
下
が
っ
て
い
る
の
で
、
育
苗

は
楽
で
す
。

　品
種
は
中
生
・
晩
生
を
用
意
し
、
十
一
月
中
頃
か
ら
翌
年
二
月

ま
で
収
穫
で
き
ま
す
。
根
こ
ぶ
病
抵
抗
性
の
品
種
も
あ
り
ま
す

の
で
、
心
配
な
方
は
園
芸
店
、
ま
た
は
ネ
ッ
ト
で
捜
し
て
購
入
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　育
苗
中
か
ら
植
え
て
間
も
な
い
頃
に
、
ダ
イ
コ
ン
シ
ン
ク
イ
ム

シ
（
ハ
イ
マ
ダ
ラ
ノ
メ
イ
ガ
）
の
幼
虫
に
生
長
点
を
食
べ
ら
れ
る

と
芯
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
、
芯
の
部
分
を
狙
っ
て
ハ
ン
ド
ス
プ

レ
ー
で
農
薬
散
布
し
て
お
き
ま
す
。

大
根

　九
月
五
日
、
十
五
日
、
二
十

五
日
の
三
回
に
分
け
て
タ
ネ
を
蒔
き
ま
す
。
秋
の

天
候
に
左
右
さ
れ
ま
す
が
、
冬
ま
で
に
十
分
太
り
ま
す
。
早
く

蒔
く
と
地
上
部
分
が
長
く
な
り
、
遅
い
と
短
く
な
り
ま
す
。
地

下
部
分
の
長
さ
は
余
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。
遅
く
蒔
い
た
大
根
は

太
り
過
ぎ
ず
、
二
月
で
も
美
味
し
い
で
す
。

　残
念
な
が
ら
、
ト
ウ
立
ち
は
、
早
く
蒔
い
て
も
遅
く
蒔
い
て
も

同
じ
で
す
。

　近
年
、
人
気
の
高
い
白
ネ
ギ

（
根
深
ネ
ギ
）
は
株
分
か
れ
せ
ず
、
一
本
の
ま
ま
太
る
専
用
の
品

種
で
す
。
タ
ネ
か
ら
蒔
く
の
は
間
に
合
い
ま
せ
ん
の
で
、
苗
を
購

入
し
ま
す
。
七
、
八
月
に
販
売
さ
れ
ま
す
の
で
、
園
芸
店
を
覗
い

て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
盆
頃
に
植
え
る
と
楽
に
栽
培
で
き
、
市
販

品
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
自
家
用
な
ら
十
分
な
太
さ
に
な
り
ま
す
。

　土
寄
せ
が
浅
い
と
白
い
部
分
が
短
く
な
り
ま
す
。
広
い
畝
に
一

条
植
え
に
す
る
の
が
コ
ツ
で
す
。

犯人は
警察官、金融庁、銀行員
銀行協会等をかたり
電話や訪問をします。

偽の銀行員
偽の警察官など

さきほど連絡した●●●銀行です。
被害防止のためカードを利用停止にしました。
今のカードは使えないので、預かります。

ねらわれています！

1213



作品募集

県内小学校の2年生・4年生・6年生が
対象です。今年もたくさんの応募おまちしております。

元気な絵を
まってるよ!

「野菜いっぱいとれたよ！」
第17回「農」絵画コンクール2年生の部　県知事賞受賞作品

第18回
コンクール

令和元年9月13日（金）必着〈応募締切〉
〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号 
NOSAI滋賀　企画グループ
TEL.077-524-5678（直）　TEL.077-524-4688（代）

〈お問い合わせ〉

テーマ
身近な「農」を見つけよう！

ナスの冷製煮浸し風おすすめ
レシピ

ナスは8㎜くらいの斜め切りにし、水につけてアク抜きする。①
ネギは小口切り、ミョウガは千切りにする。②
フライパンに油をひいて、ナスに焼き色がつくまで焼く（中火）。③
焼き上がったら器に盛り、ナスが軽く浸るくらいめんつゆをかける。④
冷蔵庫で冷やし、食べる前にネギとミョウガをのせて出来上がり。⑤

2人分

ナス.................2～3本
ミョウガ .................1個
ネギ ......................適量

市販のめんつゆ .... 適量
油（炒め用）............ 適量

材　　料

作 り 方

〒520-0051
滋賀県大津市梅林1丁目14番17号
NOSAI滋賀　企画グループ行

応募先

「我が家のおすすめレシピ」を
ご紹介ください。

手軽に簡単に
できる料理

独創的な
料理

身近な食材を
使った料理

「我が家のおすすめレシピ」と書いてご応募ください。
採用された方には粗品をプレゼントします。料理名・材
料の分量と一緒に写真（イラスト）を同封してください。

282名からご応募がありました。今回もご応募お待ちしております。

ハガキに①クイズの答え②郵便番号・住所③氏名④年齢
⑤電話番号⑥ご意見・ご感想を記入してご応募ください。

応募方法

ク イ ズＮ Ｏ S IA

62 〒520-0051 ①答え ○○○○
②〒・住所
③氏名
④年齢
⑤電話番号
⑥ご意見・ご感想

大
津
市
梅
林

　
　
　一
丁
目
14
番
17
号

滋
賀
県
農
業
共
済
組
合

企
画
グ
ル
ー
プ 

行

応募締切り

8月23日金
令和元年

当日消印有効

答えは 「旬彩」 でした。

正解者の中から抽選で３０名の方に記念品をプレゼントします。当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

前回
の

答え

〒520-0051　大津市梅林一丁目14番17号
滋賀県農業共済組合 企画グループ

応募先

問
題

米原市伊吹にある道の駅は、「伊吹の里 ◯◯の森」。
◯の中に入る言葉は何でしょうか？

※ＮＯＳＡＩクイズへの応募によって得られた個人情報は、クイズの賞品の抽選と今後の広報紙作成の参考意見として利用する以外、その他の目的に利用することはありません。

「高島市マキノ農業公園マキノピックランド」前の県道
２８７号沿いには、２.４㎞に渡って が植栽
されています。 の中に入る言葉は何でしょうか？

水
稲
共
済

お知らせ

1

お
知
ら
せ

NOSAI　
水
稲
共
済
掛
金
等
の
納
入
期
限
は
、７
月

31
日（
水
）で
す
。

　
納
入
期
限
ま
で
に
、払
い
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。な
お
、口
座
振
替
契
約
済
の
方
は
、

指
定
口
座
か
ら
掛
金
等
を
振
替
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※

納
入
期
限
ま
で
に
掛
金
等
の
払
い
込
み
が

な
い
場
合
は
、共
済
関
係
が
解
除
と
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴ 

期
限
内
納
入
に
つ
い
て

　
８
月
中
下
旬
に
は
、水
稲
の
刈
取
り
が
は

じ
ま
り
ま
す
。気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災
害

や
病
虫
害
、鳥
獣
害
等
に
よ
り
３
割
以
上
の

減
収
被
害
が
見
込
ま
れ
る
場
合
は
、必
ず

刈
取
る
前
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
さ
ん
を
通

し
て
被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑵ 

被
害
申
告
に
つ
い
て

口
座
振
替

お知らせ

2
共
済
掛
金
等
の
納
入
は
、

口
座
振
替
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、法
令
遵
守
の
観
点
か

ら
、現
金
の
取
り
扱
い
に
よ
る
事
故
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
、口
座
振
替
に
よ
る
共
済

掛
金
等
の
納
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
て
い
た
だ
い

た
場
合
、後
日
加
入
内
容
の
確
認
を
行
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

見 本令和

※やむを得ず、現金により納入される場合は、
　連番複写式の領収書を発行します。

新
規
採
用
職
員

お知らせ

3
　
平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
３
名
の
職
員
を
採

用
し
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
南
部
支
所

　
𠀋
達
　
真
梨（
事
業
第
１
グ
ル
ー
プ
）

●
東
部
支
所

　
永
本
　
智
士（
事
業
第
３
グ
ル
ー
プ
）

●
家
畜
診
療
所

　
告
馬
　
み
さ
と（
西
部
診
療
グ
ル
ー
プ
）

じ
ょ
う
た
つ

ま     

り

な
が
も
と

つ
げ
う
ま

さ
と   

し
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この広報紙「NOSAIしが」は
地球環境にやさしい印刷方法で
作成しています。

編集発行／滋賀県農業共済組合 〒520-0051 大津市梅林一丁目14番17号

http://www.nosai-shiga.or.jp
E-mailでのお問い合わせはホームページよりお願いします。

TEL.077-524-4688　FAX.077-521-0167 0120-519-031

NOSAI　ノンちゃん

ホームページで
水稲・麦の生育情報を
掲載しております

2019  夏号 Vol.25

ご連絡 · お問い合わせは下記電話番号へ
支 所 名

０１２０‒０３１‒３９３ ０７７‒５８２‒３００６
０７４０‒２２‒３９５１０１２０‒１３３‒９５１

南 部 支 所 大津市、草津市、守山市、栗東市、野洲市
高島市高島出張所

管 轄 地 域 電話番号フリーダイヤル

０１２０‒７３９‒０３１ ０７４８‒２０‒５２２５
０７４８‒６３‒１３３００１２０‒８６３‒０３１

東 部 支 所 近江八幡市、東近江市、日野町、竜王町
湖南市、甲賀市甲賀出張所

０１２０‒５０９‒０３１ ０７４９‒７３‒４３２１
０７４９‒２８‒２７１１０１２０‒１６３‒０３１
０７７‒５２４‒４６８８０１２０‒５１９‒０３１

北 部 支 所 長浜市、米原市
彦根市、愛荘町、豊郷町、甲良町、多賀町湖東出張所

本 　 　 所

２名
令和２年４月１日
次の要件をすべて満たす方
①平成４年４月２日以降に生まれた方
②獣医師免許及び普通自動車運転免許取得見込の方で、
　採用時に取得している方
試験（書類選考・小論文・面接）　
令和元年 8月21日（水）
令和元年 7月31日（水）
詳細については、ホームページをご確認ください。
（http://www.nosai-shiga.or.jp）

１.　
２.
３.　

４.　

５.　

採用予定人数
採 用 予 定 日
応 募 資 格

試 験 日

応募申込締切日

２名程度
令和２年４月１日
次の要件をすべて満たす方
①平成５年４月２日から平成１０年４月１日までに生まれた方
②学校教育法に基づく大学（短期大学を除く）を卒業された方
　または令和２年３月３１日までに大学を卒業する見込みの方
③普通自動車運転免許を保有もしくは令和２年３月までに取得見込みの方
一次試験（筆記試験）　　 令和元年１０月２日（水）
二次試験（小論文・面接） 令和元年１０月１８日（金）予定
令和元年８月１日（木）～令和元年９月６日（金）
詳細については、ホームページをご確認ください。
（http://www.nosai-shiga.or.jp）

１.　
２.
３.　

４.　

５.　

採用予定人数
採 用 予 定 日
応 募 資 格

試 験 日

応募受付期間

滋賀県農業共済組合職員（一般職）の募集について〈採用試験案内〉

滋賀県農業共済組合職員（獣医師職）の募集について〈採用試験案内〉


